
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8107020005MM/20120321

( 科目コード：8107020005MM)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】伝熱工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・5 年次
【担当教員】

石澤 静雄

【授業目標・教育方針】
熱の移動現象を学び、人間の諸活動に不可欠なエネルギーの輸送、変換技術の基礎を理解し、エネルギーに関連した
機械機器の基本設計に必要な知識を習得する。

【授業概要】
（１）熱伝導、熱対流、熱放射の理解
（２）熱伝導の基礎式の誘導とその理解、定常熱伝導と非定常熱伝導
（３）対流熱伝達の基礎式の誘導とその理解、速度境界層、温度境界層と無次元数
（４）相変化を伴う熱伝達、熱放射、熱交換器

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：伝熱学の基礎：吉田駿：理工学社：4-8445-2713-4
参考書：伝熱工学：相原利雄：裳華房：4-7853-6509-9
吉田　駿　著　伝熱学の基礎　理工学社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
とくになし（座学）

【メッセージ】
流体力学、熱力学の基礎が必要です。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力

- 1 -



群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8107020005MM/20120321

【授業計画】（授業名：伝熱工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～
2 回

熱の伝わり方 伝熱の３形態
　伝導、対流、放射

3 回～
4 回

熱伝導 I 熱流束の考え方
I 次元熱伝導とフーリエの法則

5 回～ 6 回 熱伝導 II 熱伝導率
気体、液体、固体中の熱伝導

7 回 熱伝導 III 平板、円筒および球殻の定常熱伝導と温度分布
8 回 中間試験 ここまでの学習内容に関する試験
9 回～
10 回

熱伝導 IV 非定常熱伝導と編微分方程式およびその解法

11 回～ 12 回 熱伝達 I 熱伝達と熱伝達率および平板の熱通過
13 回～ 14 回 熱伝達 II 円筒の熱通過
15 回～ 16 回 対流熱伝達 I 速度境界層と温度境界層

熱伝達に関する各種無次元数について
17 回～ 18 回 対流熱伝達 II 境界層近似と境界層方程式およびその解法
19 回～ 20 回 相変化と熱伝達 I 沸騰を伴う熱伝達

沸騰曲線と限界熱流束
21 回～ 22 回 相変化を伴う熱伝達 凝縮を伴う熱伝達

膜状凝縮と滴状凝縮
23 回 中間試験 後期授業開始から中間試験前までの学習内容に関する

試験
24 回 放射熱伝達 I 放射熱伝達と電磁波
25 回～ 26 回 放射熱伝達 II 黒体および黒体からの放射

放射による熱移動
27 回～ 28 回 熱交換器 I 熱交換器における熱移動

並流形熱交換器、
向流形熱交換器
温度効率

29 回～ 30 回 熱交換器 II フィンとフィンの熱伝達
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